
使 用 教 科 書 現代高等保健体育（大修館書店），現代高等保健体育ノート（大修館書店）

副 教 材 等
学校指定体育服（Ｔシャツ，ハーフパンツ，ジャージ上下，体育館シューズ，帽
子），運動靴，ファイル

保健体育（体育）

履 修 単 位 ２単位 学 年 １年

学 科 コ ー ス 商業科　 区 分 必修　・　選択

３．科目を通した評価の観点と評価方法 

評
価
方
法

観察・ワークシート 観察・ワークシート 観察・ワークシート

上に示す観点に基づいて，学習のまとまり（単元）ごとに評価し，学年末に５段階の評定にまとめます。学
習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し，評価します。

観点 知識・技能（技術） 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

観
点
の
趣
旨

生徒が運動の合理的，計画的な
実践を通して，運動の楽しさや
喜びを深く味わうことができる
ようにすること，運動の多様性
や体力の必要性の理解を基に技
能を身に付けること

運動などについての自己や仲間
の課題や豊かなスポーツライフ
を継続するための課題を発見
し，合理的，計画的な解決に向
けて思考し判断する力を養うと
ともに，学習したことを基に，
解決の仕方や気付いたこと等に
ついて自己や仲間の考えたこと
を他者に伝える力を養うこと

運動における競争や協働の経験
を通して，公正，協力，責任，
参画，共生などの意欲を育てる
とともに，健康・安全を確保
し，運動に主体的に取り組み，
生涯にわたって継続して運動に
親しむ態度を養うこと

２．授業を受けるにあたってのアドバイス

・体育は実技を伴う教科です。欠席・見学等が多くならないように体調管理に努めましょう。
・実技だけでなく観点別に評価しますので，日頃から集中して授業に取り組みましょう。
・服装は学校指定のものを使用し，忘れ物がないようにしましょう。
・休み時間内に更衣・移動を済ませ，時間いっぱい活動できるように心掛けましょう。
・見学等の連絡は授業が始まる前に済ませましょう。また，見学の際も特別な理由が無い限り体育服に更衣して参加しましょう。
・運動制限等ある場合や諸事情で長期にわたり授業参加が難しいときには相談しましょう。

１．科目を通した学習内容と学習目標

体育の見方・考え方を働かせ，課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けた学習過程を通して，心と体を一体として捉え，生涯にわ
たって豊かなスポーツライフを継続するとともに，自己の状況に応じて体力の向上を図るための資質・能力を次のとおり育成することを
目指す。
（1） 運動の合理的，計画的な実践を通して，運動の楽しさや喜びを深く味わい，生涯にわたって運動を豊かに継続することができるよ
うにするため，運動の多様性や体力の必要性について理解するとともに，それらの技能を身に付けるようにする。
（2） 生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断するとともに，自己や仲間
の考えたことを他者に伝える力を養う。
（3） 運動における競争や協働の経験を通して，公正に取り組む，互いに協力する，自己の責任を果たす，参画する，一人一人の違いを
大切にしようとするなどの意欲を育てるとともに，健康・安全を確保して，生涯にわたって継続して運動に親しむ態度を養う。



４．年間を通した学習計画

（より詳細な「学習内容・ねらい」・「評価の観点・評価方法」等については，各単元の最初の授業等で説明します。）

知

技

思

判

表

態

度

オリエンテーション

・授業に対する取り組み方
や，年間の学習内容を理解
する。
・集団行動（集合，整頓，
列の増減）を身に付ける。

【知識】
・定期的・計画的に運動を継続することは，心身の健康，健康や体力の保
持増進につながる意義があることについて，言ったり書き出したりしてい
る。
・運動を安全に行うには，関節への負荷がかかりすぎないようにすること
や軽い運動から始めるなど，徐々に筋肉を温めてから行うことについて，
学習した具体例を挙げている。
【運動】
・のびのびとした動作で用具などを用いた運動を行うことを通して，気付
いたり関わり合ったりすることができる。
・仲間と協力して課題を達成するなど，集団で挑戦するような運動を行う
ことを通して，気付いたり関わり合ったりすることができる。

○

・ねらいや体力の程度を踏まえ，自己や仲間の課題に応じた強度，
時間，回数，頻度を設定している。
・健康や安全を確保するために，体力や体調に応じた運動の計画等
について振り返っている。

○

・体つくり運動の学習に自主的に取り組もうとしている。
・仲間に課題を伝え合うなど，互いに助け合い教え合おうとしてい
る。
・一人一人の違いに応じた動きなどを大切にしようとしている。

○

一
学

期

体つくり運動
（体ほぐしの運
動）

(1)次の運動を通して，体を
動かす楽しさや心地よさを
味わい，運動を継続する意
義，体の構造，運動の原則
などを理解するとともに，
健康の保持増進や体力の向
上を目指し，目的に適した
運動の計画を立て取り組む
ことができるようにする。
ア　体ほぐしの運動では，
手軽な運動を行い，心と体
は互いに影響し変化するこ
とや心身の状態に気付き，
仲間と自主的に関わり合う
ことができるようにする。
(2)自己や仲間の課題を発見
し，合理的な解決に向けて
取り組み方を工夫するとと
もに，自己や仲間の考えた
ことを他者に伝えることが
できるようにする。
(3)体つくり運動に自主的に
取り組むとともに，互いに
助け合い教え合おうとする
こと，一人一人の違いに応
じた動きなどを大切にしよ
うとすること，話合いに貢
献しようとすることなど
や，健康・安全を確保する
ことができるようにする。

知識・技能＝【知技】　思考・判断・表現＝【思判表】　主体的に学習に取り組む態度＝【態度】

備
考

主な評価の観点

学
期

単元の学習内容
単元の学習目標（ねら

い）
単元の評価規準



【知識】

〇球技（ネット型・ベースボール型）

・球技の各型の各種目において用いられる技術や戦術，作戦には名称があり，それ

らを身に付けるためのポイントがあることについて，言ったり書き出したりしてい

る。

・練習やゲーム中の技能を観察したり分析したりするには，自己観察や他者観察な

どの方法があることについて，学習した具体例を挙げている。

〇武道（柔道）

・武道を学習することは，自国の文化に誇りをもつことや，国際社会で生きていく

上で有意義であることについて，学習した具体例を挙げている。

【技能】

〇球技（ネット型）

・サービスでは，ボールをねらった場所に打つことができる。

・ボールを相手側のコートの空いた場所やねらった場所に打ち返すことができる。

・ポジションの役割に応じて，拾ったりつないだり打ち返したりすることができ

る。

〇球技（ベースボール型）

・身体の軸を安定させてバットを振りぬくことができる。

・タイミングを合わせてボールを捉えることができる。

・打球や守備の状況に応じた塁の回り方で，塁を進んだり戻ったりすることができ

る。

・捕球場所へ最短距離で移動して，相手の打ったボールを捕ることができる。

・味方からの送球を受けるために，走者の進む先の塁に動くことができる。

〇武道（柔道）

・姿勢と組み方では，相手の動きの変化に応じやすい自然体で組むことができる。

・相手の投げ技に応じて横受け身，後ろ受け身，前回り受け身をとることができ

る。

○

〇球技（ネット型・ベースボール型）
・選択した運動について，合理的な動きと自己や仲間の動きを比較
して，成果や改善すべきポイントとその理由を仲間に伝えている。
・健康や安全を確保するために，体調や環境に応じた適切な練習方
法等について振り返っている。
〇武道（柔道）
・見取り稽古などから，合理的な動きと自己や仲間の動きを比較し
て，練習の成果や改善すべきポイントとその理由を仲間に伝えてい
る。
・健康や安全を確保するために，体調や環境に応じた適切な練習方
法等について振り返っている。

○

〇球技（ネット型・ベースボール型）
・球技の学習に自主的に取り組もうとしている。
・相手を尊重するなどのフェアなプレイを大切にしようとしてい
る。
・健康・安全を確保している。

〇武道（柔道）
・武道の学習に自主的に取り組もうとしている。
・仲間と互いに合意した役割について自己の責任を果たそうとして
いる。

○

一
学

期

球技・武道選択Ⅰ
球技（ネット型・

ベースボール
型），武道（柔

道）

〇球技
(1)次の運動について，勝敗を
競う楽しさや喜びを味わい，
技術の名称や行い方，体力の
高め方，運動観察の方法など
を理解するとともに，作戦に
応じた技能で仲間と連携し
ゲームを展開することができ
るようにする。
イ　ネット型では，役割に応
じたボール操作や安定した用
具の操作と連携した動きに
よって空いた場所をめぐる攻
防をすることができるように
する。
ウ　ベースボール型では，安
定したバッド操作と走塁での
攻撃，ボール操作と連携した
守備などによって攻防するこ
とができるようにする。
(2)攻防などの自己やチームの
課題を発見し，合理的な解決
に向けて運動の取り組み方を
工夫するとともに，自己や仲
間の考えたことを他者に伝え
ることができるようにする。
(3)球技に自主的に取り組むと
ともに，フェアなプレイを大
切にしようとすること，作戦
などについての話合いに貢献
しようとすること，一人一人
の違いに応じたプレイなどを
大切にしようとすること，互
いに助け合い教え合おうとす
ることなどや，健康・安全を
確保することができるように
する。
〇武道（柔道）
(1)次の運動について，技を高
め勝敗を競う楽しさや喜びを
味わい，伝統的な考え方，技
の名称や見取りｒ稽古の仕
方，体力の高め方などを理解
するとともに，基本動作や基
本となる技を用いて攻防を展
開することができるようにす
る。
ア　柔道では，相手の動きの
変化に応じた基本動作や基本
となる技，連絡技を用いて，
相手を崩して投げたり，押さ
えたりするなどの攻防をする
ことができるようにする。
(2)攻防などの自己や仲間の課
題を発見し，合理的な解決に
向けて運動の取り組み方を工
夫するとともに，自己の考え
たことを他者に伝えることが
できるようにする。
(3)武道に自主的に取り組むと
ともに，相手を尊重し，伝統
的な行動の仕方を大切にしよ
うとすること，自己の責任を
果たそうとすること，一人一
人の違いに応じた課題や挑戦
を大切にしようとすることな
どや，健康・安全を確保する
ことができるようにする。



・スポーツは，人類の歴史とともに世界各地で日常の遊びや生活などから
生まれてきたこと，近代になって，スポーツは娯楽から競技に変化し，一
般の人びとに広がっていったこと，現代では，競技だけでなく，広く身体
表現や身体活動を含む概念としてスポーツが用いられるようになってきて
おり，その理念が時代に応じて多様に変容してきていることについて，理
解したことを言ったり書いたりしている。
・近年では，我が国から世界に普及し，発展しているスポーツがあり，日
本の文化の発信に貢献していることについて，理解したことを言ったり書
いたりしている。

・現代のスポーツは，国際親善や世界平和に大きな役割を果たしており，
その代表的なものにオリンピックやパラリンピック等の国際大会があるこ
とについて，理解したことを言ったり書いたりしている。
・オリンピックムーブメントは，オリンピック競技大会を通じて，人々の
友好を深め世界の平和に貢献しようとするものであること，また，パラリ
ンピック等の国際大会が，障害の有無等を超えてスポーツを楽しむことが
できる共生社会の実現に寄与していることについて，理解したことを言っ
たり書いたりしている。
・競技会での勝利が個人や国家等に多大な利益をもたらすようになると
ドーピング（禁止薬物使用等）が社会問題として取り上げられるように
なったこと，ドーピングは不当に勝利を得ようとするフェアプレイの精神
に反する不正な行為であり，能力の限界に挑戦するスポーツの文化的価値
を失わせる行為であることについて，理解したことを言ったり書き出した
りしている。

○

・スポーツの歴史的発展と多様な変化や現代のスポーツの意義や価
値について，事実や理念を整理したり，自己のスポーツへの関わり
を見いだしたりして，自己や社会にスポーツがもたらす影響につい
て課題を発見している。

○

・スポーツの文化的特性や現代スポーツの発展についての学習に，
自主的に取り組もうとしている。

○

【知識】
・運動を計画して行う際は，どのようなねらいをもつ運動か，偏りがない
か，自分に合っているかなどの運動の原理があることについて，言ったり
書き出したりしている。
・実生活で運動を継続するには，行いやすいこと，無理のない計画である
ことなどが大切であることについて，言ったり書き出したりしている。
【運動】
・運動不足の解消や体調維持のために，食事や睡眠などの生活習慣の改善
も含め，休憩時間や家庭などで日常的に行うことができるよう効率のよい
組合せやバランスのよい組合せで運動の計画を立てて取り組んでいる。
・調和のとれた体力の向上を図ったり，選択した運動やスポーツの場面で
必要とされる体の動きを高めたりするために，効率のよい組合せやバラン
スの良い組合せで運動の計画を立てて取り組んでいる。

○

・体力の程度や性別等の違いに配慮して，仲間とともに体つくり運
動を楽しむための活動方法や修正の仕方を見付けている。
・体つくり運動の学習成果を踏まえて，実生活で継続しやすい運動
例や運動の組合せの礼を見付けている。

○

・自己や仲間の課題解決に向けた話合いに貢献しようとしている。
・健康・安全を確保している。

○

体つくり運動
（実生活に生かす
運動の計画）

(1)次の運動を通して，体を
動かす楽しさや心地よさを
味わい，運動を継続する意
義，体の構造，運動の原則
などを理解するとともに，
健康の保持増進や体力の向
上を目指し，目的に適した
運動の計画を立て取り組む
ことができるようにする。
イ　実生活に生かす運動の
計画では，自己のねらいに
応じて，健康の保持増進や
調和のとれた体力の向上を
図るための継続的な運動の
計画を立てて取り組むよう
にする。
(2)自己や仲間の課題を発見
し，合理的な解決に向けて
運動の取り組み方を工夫す
るとともに，自己や仲間の
考えたことを他者に伝える
ことができるようにする。
(3)体つくり運動に自主的に
取り組むとともに，互いに
助け合い教え合おうとする
こと，一人一人の違いに応
じた動きなどを大切にしよ
うとすること，話合いに貢
献しようとすることなど
や，健康・安全を確保する
ことができるようにする。

一
学

期

体育理論

・スポーツの始ま
りと変遷
・文化としてのス
ポーツ
・オリンピックと
パラリンピックの
意義

○体育理論
ア　スポーツの文化的特性や
現代のスポーツの発展につい
て理解することができるよう
にする。
(ｱ)スポーツは，人類の歴史と
ともに始まり，その理念が時
代に応じて多様に変容してき
ていること。また，我が国か
ら世界に普及し，発展してい
るスポーツがあることについ
て，理解することができるよ
うにする。
(ｲ)現代のスポーツは，オリン
ピックやパラリンピック等の
国際大会を通して，国際親善
や世界平和に大きな役割を果
たし，共生社会の実現にも寄
与していること。また，ドー
ピングは，フェアプレイの精
神に反するなど，能力の限界
に挑戦するスポーツの文化的
価値を失わせることについ
て，理解することができるよ
うにする。
イ　スポーツの文化的特性や
現代のスポーツ発展につい
て，課題を発見し，よりよい
解決に向けて思考し判断する
とともに，他者に伝えること
ができるようにする。
ウ　スポーツの文化的特性や
現代のスポーツの発展につい
ての学習に自主的に取り組む
ことができるようにする。



・現代のスポーツの経済的効果には，スポーツの実施による直接的
な効果のみならず，例えば，スポーツ用品，スポーツに関する情報
やサービス，スポーツ施設などの広範な業種から構成されるスポー
ツ産業による効果，スポーツイベント等による波及的な経済的効果
があり，経済活動に大きな影響を及ぼしていることについて，理解
したことを言ったり書いたりしている。
・スポーツの経済的波及効果が高まることに伴って，スポーツの価
値をおとしめる可能性が生じることから，スポーツに関わる全ての
人々に，スポーツの価値を一層高める関わり方が求められているこ
とについて，理解したことを言ったり書き出したりしている。

・スポーツに関わる人々の増加は，例えば，地域の人々の生活や社
会環境にも様々な影響をもたらすようになっていることについて，
理解したことを言ったり書いたりしている。
・スポーツを行う際には，提供者，利用者の双方が持続可能な社会
の実現や共生社会の実現を視野に入れた取組が求められることにつ
いて，理解したことを言ったり書き出したりしている。

○

・スポーツの経済的効果と高潔さやスポーツが環境や社会へもたら
す影響について，習得した知識を基に，持続可能なスポーツの発展
のための課題の解決に向けて，自己の提案を言葉や文章などを通し
て他者に伝えている。

○

・スポーツの文化的特性や現代スポーツの発展についての学習に，
自主的に取り組もうとしている。

○

【知識】
・陸上競技の各種目で用いられる技術の名称があり，それぞれの技
術には，記録の向上につながる重要な動きのポイントがあることに
ついて，言ったり書き出したりしている。
・技術と関連させた運動や練習を繰り返したり，継続して行ったり
することで，結果として体力を高めることができることについて，
言ったり書き出したりしている。
【技能】
・リズミカルに腕を振り，力みのないフォームで軽快に走ることが
できる。
・自己の体力力や技能の程度に合ったペースを維持して走ることが
できる。

○

・選択した運動について，合理的な動きと自己や仲間の動きを比較
して，成果や改善すべきポイントとその理由を仲間に伝えている。
・健康や安全を確保するために，体調や環境に応じた適切な練習方
法等について振り返っている。

○

・陸上競技の学習に自主的に取り組もうとしている。
・健康・安全を確保している。

○

二
学

期
(1)次の運動について，記録
の向上や競争の楽しさや喜
びを味わい，技術の名称や
行い方，体力の高め方，運
動観察の方法などを理解す
るとともに，各種目特有の
技能を身に付けることがで
きるようにする。
ア　長距離走では，自己に
適したペースを維持して走
ることができるようにす
る。
(2)動きなどの自己や仲間の
課題を発見し，合理的な解
決に向けて運動の取り組み
方を工夫するとともに，自
己の考えたことを他者に伝
えることができるようにす
る。
(3)陸上競技に自主的に取り
組むとともに，勝敗などを
冷静に受け止め，ルールや
マナーを大切にしようとす
ること，自己の責任を果た
そうとすること，一人一人
の違いに応じた課題や挑戦
を大切にしようとすること
などや，健康・安全を確保
することができるようにす
る。

陸上競技
（ア：長距離走）

○体育理論
ア　スポーツの文化的特性や
現代のスポーツの発展につい
て理解することができるよう
にする。
(ｳ)現代のスポーツは，経済的
な波及効果があり，スポーツ
産業が経済の中で大きな影響
を及ぼしていること。また，
スポーツの経済的な波及効果
が高まるにつれ，スポーツの
高潔さなどが一層求められる
ことについて理解することが
できるようにする。
(ｴ)スポーツを行う際は，ス
ポーツが環境や社会にもたら
す影響を考慮し，多様性への
理解や持続可能な社会の実現
に寄与する責任ある行動が求
められることについて理解で
きるようにする。
イ　スポーツの文化的特性や
現代のスポーツ発展につい
て，課題を発見し，よりよい
解決に向けて思考し判断する
とともに，他者に伝えること
ができるようにする。
ウ　スポーツの文化的特性や
現代のスポーツの発展につい
ての学習に自主的に取り組む
ことができるようにする。

体育理論

・スポーツが経済
に及ぼす効果

・スポーツの高潔
さとドーピング

・スポーツと環境



【知識】

〇球技（ゴール型）

・球技の各型の各種目において用いられる技術や戦術，作戦には名称があり，それ

らを身に付けるためのポイントがあることについて，言ったり書き出したりしてい

る。

・練習やゲーム中の技能を観察したり分析したりするには，自己観察や他者観察な

どの方法があることについて，学習した具体例を挙げている。

〇武道（柔道）

・武道を学習することは，自国の文化に誇りをもつことや，国際社会で生きていく

上で有意義であることについて，学習した具体例を挙げている。

【技能】

〇球技（ゴール型）

・ゴールの枠内にシュートをコントロールすることができる。

・味方が操作しやすいパスを送ることができる。

・ゴール前に広い空間を作りだすために，守備者を引きつけてゴールから離れるこ

とができる。

〇武道（柔道）

・姿勢と組み方では，相手の動きの変化に応じやすい自然体で組むことができる。

・相手の投げ技に応じて横受け身，後ろ受け身，前回り受け身をとることができ

る。

○

〇球技（ゴール型）
・選択した運動について，合理的な動きと自己や仲間の動きを比較
して，成果や改善すべきポイントとその理由を仲間に伝えている。
・健康や安全を確保するために，体調や環境に応じた適切な練習方
法等について振り返っている。
〇武道（柔道）
・見取り稽古などから，合理的な動きと自己や仲間の動きを比較し
て，練習の成果や改善すべきポイントとその理由を仲間に伝えてい
る。
・健康や安全を確保するために，体調や環境に応じた適切な練習方
法等について振り返っている。

○

〇球技（ゴール型）
・球技の学習に自主的に取り組もうとしている。
・相手を尊重するなどのフェアなプレイを大切にしようとしてい
る。
・健康・安全を確保している。

〇武道（柔道）
・武道の学習に自主的に取り組もうとしている。
・仲間と互いに合意した役割について自己の責任を果たそうとして
いる。

○

三
学

期

球技・武道選択Ⅱ
球技（ゴール
型），武道（柔
道）

〇球技

(1)次の運動について，勝敗を競う

楽しさや喜びを味わい，技術の名

称や行い方，体力の高め方，運動

観察の方法などを理解するととも

に，作戦に応じた技能で仲間と連

携しゲームを展開することができ

るようにする。

ア　ゴール型では，安定したボー

ル操作と空間を作り出すなどの動

きによってゴール前への侵入など

から攻防をすることができるよう

にする。

(2)攻防などの自己やチームの課題

を発見し，合理的な解決に向けて

運動の取り組み方を工夫するとと

もに，自己や仲間の考えたことを

他者に伝えることができるように

する。

(3)球技に自主的に取り組むととも

に，フェアなプレイを大切にしよ

うとすること，作戦などについて

の話合いに貢献しようとするこ

と，一人一人の違いに応じたプレ

イなどを大切にしようとするこ

と，互いに助け合い教え合おうと

することなどや，健康・安全を確

保することができるようにする。

〇武道（柔道）

(1)次の運動について，技を高め勝

敗を競う楽しさや喜びを味わい，

伝統的な考え方，技の名称や見取

り稽古の仕方，体力の高め方など

を理解するとともに，基本となる

技を用いて攻防を展開することが

できるようにする。

ア　柔道では，相手の動きの変化

に応じた基本動作や基本となる

技，連絡技を用いて，相手を崩し

て投げたり，押さえたりするなど

の攻防をすることができるように

する。

(2)攻防などの自己や仲間の課題を

発見し，合理的な解決に向けて運

動の取り組み方を工夫するととも

に，自己の考えたことを他者に伝

えることができるようにする。

(3)武道に自主的に取り組むととも

に，相手を尊重し，伝統的な行動

の仕方を大切にしようとするこ

と，自己の責任を果たそうとする

こと，一人一人の違いに応じた課

題や挑戦を大切にしようとするこ

となどや，健康・安全を確保する

ことができるようにする。


